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第12回 佐久穂町文化祭

おお 茶茶 席席（（子ども公民館茶道教室の生徒がお手子ども公民館茶道教室の生徒がお手伝伝い）い）

假屋崎省假屋崎省吾吾「「恋華めぐり2016恋華めぐり2016」」
奥村土牛記念美術館花展よ奥村土牛記念美術館花展よりりステージに咲いたフラの花「チェリーブロッサムステージに咲いたフラの花「チェリーブロッサム」」

傘寿の皆さん元気なステージ「野菊会傘寿の皆さん元気なステージ「野菊会」」
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2,500円（通常3,200円）平 日 月 曜 日メ ン ズ D A Y
リ
フ
ト
一
日
券

2,500円（通常3,200円）平 日 水 曜 日レディース DAY

1,000円全 日スキー子どもの日
（小学生以下）

1,700円（通常2,400円）平 日 火 曜 日ミ ド ル D A Y
（50歳以上の方）

1,700円（通常2,400円）平日 木・金曜日シ ニ ア D A Y
（60歳以上の方）

7,000円子どもスキーセットレンタル（16-17シーズン）

※祝日、12/29～1/3除く
　一般リフト料金等についてはスキー場パンフレットをご覧ください。

八千穂高原スキー場八千穂高原スキー場八千穂高原スキー八千穂高原スキー場場八千穂高原スキー場

　2016―17シーズンが12月3日（土）から翌年3月26日（日）までの期間で営業と
なります。
　八千穂高原スキー場では、アットホームな雰囲気で極上のパウダースノーを楽しむ
ことができ、運がよければ雲海を眺めながら滑ることもできます。
　今シーズンの主なサービス内容は、下記のとおりです。
① 初滑りキャンペーン … リフト1日券（大人の方）
　（12/11まで）　　　　　　　　　　 平日1,700円・土日祝2,000円
　　　　　　　　　　　ミドル・シニア（50歳以上の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平日1,400円・土日祝1,600円
焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔

② カ ッ プ ル D AY … 平日の月～金曜日。（祝日、12/29～1/3除く）
　　　　　　　　　　　　大人男性女性ペアお一人様リフト1日券2,500円
焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔

③ フ ァ ミ リ ー 券 … Ａ 大人1名・子供1名の2名セット  リフト1日券 3,600円
　　　　　　　　　　　　Ｂ 大人2名・子供1名の3名セット  リフト1日券 6,300円

※お子様2名以上の場合  お子様1人当たり1,000円のプラスになります。

1　2月3日（土）
オープン!

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののののののののその他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他のののののののののののののののののののののの割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引サササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ割引サービスススススススススススススススススススススス

　その他、お子様連れに大変好評なジュニアランド、若者向けのフリーライドパーク、
そしてご家族でお楽しみいただけるイベントで皆様のお越しをお待ちしております。
　今シーズンもぜひ八千穂高原スキー場へお出かけください。
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●おお得得なな1166--1177シシーーズズンン券券ののおお知知ららせせお得な16 -17シーズン券のお知ら17シーズン券のお知らせお得な16 -17シーズン券のお知らせ

煙ご利用者住所
〒　　－

佐久穂町大字　　　　　　　　　　番地
〒　　－

　　　　　　　 都府県　　　　　　　 区郡市

　　　　　　　 町村　　　　　　　　　  番地

煙ご利用者氏名

お問い合わせは、産業振興課商工観光係　緯0267―88―3956（直通）　八千穂高原スキー場　緯0267―88―3866

平成　　 年　　 月　　 日申込年月日No.整理番号

番地〒　　―住 所

氏 名

Ｓ・Ｈ　　　　　年　　　　　月　　　　　日　（　　　　歳）生年月日

TEL.  0 2 6 7 ―　　　　―　　　　　　　又は携帯  　　   ―　　　　　　―電話番号

且且

且且
且且

且且

且且
且且

且且

特別ご招待券

この引換券でリフト1日券1枚と引換いたします
有効期限  2016.12.3〜2017.3.26
左欄にご記入の上、発券所窓口へ提出してください

（コピー無効）

リフト1日券無料引換券リフトリフト11日日券無料引換券無料引換券券リフト1日券無料引換券

　佐久穂町民・府中市民及び八千穂高原別荘契約者の皆様に限り、特別価格のシーズン
券を販売いたします。広報紙内の申込書に記入の上、下記必要なものをご持参ください。

　胸八千穂高原スキー場センターハウスでお買い求めください。

★★シーズン券町民価シーズン券町民価格格★★
20,000円大 人

15,000円ミドル・シニア・高校生

7,000円中 学 生 以 下
※ミドル…50歳以上　シニア…60歳以上

【申込み時に必要なもの】
　①申込書
　②身分を証明できるもの（運転免許証など）
　③顔写真（3.0㎝×2.5㎝）
　④購入代金

八八八八八八八八八八八八千千千千千千千千千千千千穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂高高高高高高高高高高高高原原原原原原原原原原原原ススススススススススススキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーー場場場場場場場場場場場場 111111111111八千穂高原スキー場 16666666666666-------------11111111111177777777777717シシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンン券券券券券券券券券券券券 申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込書書書書書書書書書書書書ーズン券 申込書
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保健推進員の取り組み
宇今回は「西ブロック」の学習内容を紹介します 宇

血液はどこで作られるの？
　→ 骨髄（骨の中心部）で赤血球・白血球・血小板が作られ、リンパ組
　　 織でリンパ球が作られます。

血液はどのくらい体にあるの？
　→ 体重の1/13（約８％）で、体重60kgの人では約4.5リットルの
　　 血液が全身を駆け巡っています。約1分で体内を1周します。

血血液液のの役役割割血液の役割血液の役血液の役割割血液の役割

2.血液って?

血液の働きって血液の働きって？？

体内環境の維持生 体 の 防 御物 質 の 運 搬役　割
体温の調節・
水分バランスの調整

細菌などの病原体の除去・
止血（血液を止める）

酸素・二酸化炭素・栄養素・ホ
ルモン・免疫物質の運搬、老廃
物の排出

内 容

 〈採血すると？〉 　血液は、身体の隅々を巡回しているため、常に全身の健康状態を反映して
おり、どこかに異常があるとその成分にも影響が現れます。そのため血液検査は健康のバロメ
ーターとして重要な検査です。

高脂血症の血液は…高脂血症の血液は…??

閣遠心分離  

　皆さんは健康診断をしていますか？ 健診では必ず採血をします。
私たちは普段、血液は大事なものだと漠然と考えていますが、中身に
ついてはよくわからないことも多くあります。知っているようで知
らない血液について学習しました。

1.はじめのに

←――

←――

高脂血症の血液
中性脂肪が上に白く浮いて
見えます（カイロミクロン）

血清も黄色い色が脂肪で白
く濁って見えます。
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　このような検査器具を使って血液の検査をしています。顕微鏡でのぞいてみると!

3.検査室見学「検査室の実際」

生化学自動分析装置

　　「健診での検査は何をするの？」
１） 病気をみつける（早期発見）

　　健診でみつかる病気としては、糖尿病・がん・貧血・高血圧・脂質代謝異常など
　症状のでにくい 生活習慣病 が多い。食事運動・休養・喫煙・飲酒などが発症や進行に
　関与する疾患群は早めにみつけることや予防することが大切です。

２） 生活習慣を見直す機会を作る 

　　生活習慣病の改善は、意識の中でわかっていても行動に結びつけるのが難しく、
　また症状がないのでしばらくすると忘れてしまいます。そして症状が出るまで10～
　20年かかるため自分の問題と感じにくいという特徴があります。だからこそ今が
　大切なのです!!　

　　　「いつやるの？ 今でしょ!!」

4.学習会「体のしくみ」

　血液検査で体の
中のたくさんのこ
とがわかります。
自分の体は自分で
守るために定期健
診を必ず受け、そ
の結果から生活を
見直すことで健康
長寿を目指しまし
ょう!

5.ま と め
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♥♥♥♥♥地域の人に信頼され、愛される病院 ♥♥♥♥♥

整形外科がリニューアルいたしました!整形外科がリニューアルいたしました整形外科がリニューアルいたしました!!整形外科がリニューアルいたしました!
平成28年11月より整形外科の
診療体制が新しくなりました。

猿完全予約制（急患は外来の様子により対応いたします。）
猿医師増員（千木良医師、軽井沢病院研修医2名）
猿木曜休診

兼
牽
験

土金木水火月

木村・由井軽井沢野　 澤木　 村千木良午 前

軽井沢飯野・野澤木　 村千木良午 後

予約は0267-86-2360へお電話ください!

　10月3日長野県総合教育センターにて、第48回長野県食生活改善推進大会が開催されました。
町食生活改善推進協議会が保健衛生表彰（知事表彰）を受賞し、阿部長野県知事から賞状を頂き
ました。

　食生活改善推進協議会は、「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、食生活改善活動
によって住民の健康増進に寄与することを活動の目的としている団体です。
　当協議会に興味のある方は、下記までご連絡ください。

【お問い合わせ】
佐久穂町役場　健康福祉課保健係　TEL.86-2528（直通）

佐佐久久穂穂町町食食生生活活改改善善推推進進協協議議会会がが
知知事事表表彰彰をを受受賞賞ししままししたた

佐久穂町食生活改善推進協議会佐久穂町食生活改善推進協議会がが
知事表彰を受賞しまし知事表彰を受賞しましたた

佐久穂町食生活改善推進協議会が
知事表彰を受賞しました
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煙お問い合わせ先煙
　　佐 久 穂 町 児 童 館　☎86-2123
　　佐久穂町役場こども課　☎86-4940

●日にち：12月9日（金）
場　所：佐久穂町児童館　　
時　間：受　付　 9：30～10：00

　　　　　バスボム作り
　　　　　　　　　10：00～11：00
　　　　　交流会　11：00～11：30
参加費：1,000円（材料費として）
定　員：10名　※事前の申し込みが必要です
申し込み受付期間：11月18日（金）～12月2日（金）

　　　　　　※受付時間は、月～金9：00～17：00です
持ち物：水筒・必要に応じて軽食やおやつ　など 

●その他その他：：ハーブ入りの体に優しいおやつがでます。♪

♪♪アアロロママででホホーームムケケアア♪♪
…おふろ大好きおやつ大好き…1111111111111111111111 2222222222222222222222月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

　 12月は、親子で入浴剤のバスボム作りをします。寒いときはお風呂でほっこり、アロマ
の香りで心身共にリラックスしましょう。交流会はハーブ入りのおやつとお茶でティータ
イムです。
　今回は、材料準備の都合上、参加希望者の方は申し込みが必要です。児童館窓口または
電話（86-2123）でお申し込みください。みなさんの参加をお待ちしております。
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町では、長野県と協力して、3年ごとに見直しを行っている介護保険料や介護
保険サービスなどの事業計画を立てるための調査を実施します。
　対象者は、無作為抽出による400名と要支援・要介護認定者全員です。
調査票が届きましたらご協力をお願いします。

　＊ご不明な点は、役場健康福祉課 高齢者係（電話 86－2528）まで
　　お問い合わせください。

◆ 調査の基準日／12月１日（木）
◆ 調査票の配布／12月上旬
◆ 調査票の提出／　1月６日（金）

【目的】「高齢者の生活実態」「介護サービスの利用に対する実情・意向、施設入
所者の実態」などを把握し、次期介護保険事業計画策定（平成30～32
年度）に向けた基礎資料とするために実施します。

【内容】家族構成・健康状態・日常生活で困っていることなどをお伺いします。

【方法】ご自宅に郵送します。

【提出】同封の返信用封筒に入れて、ポストに投函してください。

◉電源立地地域対策交付金とは◉
　　発電用施設の円滑な立地及び運転を確保するため、電力会社等の発電用施設が立地する自
　治体等に対して、電源立地地域対策交付金の交付を行うことにより、地域との共生を図るこ
　とを目的としています。

◉交付金の用途◉
　　発電用施設が立地する自治体の地域振興にとって必要不可欠な公共用施設の整備及び地域
　活性化事業を行うことで、電源地域の振興や住民生活の利便性向上等を図っています。
　佐久穂町では平成27年度に600万円の交付を受け、老人保健施設の運営経費へ活用いたし
　ました。

◉佐久穂町の発電用施設◉
　海瀬発電所 0.44万kw　穂積発電所 0.80万kw
　大岳川発電所 0.06万kw　臼田発電所 0.27万kw

電源立地地域対策交付金を活用した事業について

…………………………………………………………………………………
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（2次募集）について

受 験 手 続受 験 手 続 等等受 験 資受 験 資 格格採用予採用予定定
人人　　員員試 験 区試 験 区 分分

〔試験日程等〕
　噛第1次試験噛
　　平成29年1月29日㈰
　　午前9時受付開始

　噛第2次試験噛
　　第1次試験合格者に別途
　　通知

〔試験会場〕
　佐久穂町役場佐久庁舎

〔受付期間〕
　11月14日（月）から
　12月16日（金）まで
　（土・日曜日・祝祭日を除く）

〔受付時間〕
　午前8時30分から
　午後5時15分まで

〔そ の 他〕
　郵送の場合は、12月16日
　（金）の消印まで有効

❶ 生年月日
　昭和61年4月2日以降に
生まれた者

❷ 資格関係
　採用予定日現在において資
格を有する者。又は平成29
年春までに資格を取得するこ
とが見込まれる者

若干名煙保 健 師

佐佐
久
穂
町
職

久
穂
町
職
員員

❶ 生年月日
　猿薬剤師
　　昭和56年4月2日以降に
生まれた者
　猿保健師・看護師
　　昭和46年4月2日以降に
生まれた者
　猿臨床検査技師
　　昭和56年4月2日以降に
生まれた者
　猿理学療法士・作業療法士
　　昭和56年4月2日以降に
生まれた者

❷ 資格関係（全職種）
　採用予定日現在において資
格を有する者。又は平成29
年春までに資格を取得するこ
とが見込まれる者

いずれも
若干名

煙薬 剤 師

煙保 健 師
　看 護 師

煙臨床検査技師

煙理学療法士
　作業療法士

佐佐
久
穂
町
立
千
曲
病
院
職

久
穂
町
立
千
曲
病
院
職
員員

　町と千曲病院では、平成28年4月採用予定の職員を下記のとおり再募集します。
　受験案内及び申込書は、ホームページよりダウンロードできます。また役場庁舎と千曲病院に、
それぞれ用意しますのでご利用ください。

《佐久穂町職員採用》
佐久穂町役場総務課庶務係　緯0267-86-2525 内線253

《千曲病院職員採用》
佐久穂町立千曲病院庶務係　緯0267-86-2360

酸受験申し込み・
　　　問い合わせ先
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平成29年度４月からの佐久穂町臨時職員の募平成29年度４月からの佐久穂町臨時職員の募集集
　町では、平成29年度に採用する臨時職員を登録制度により募集します。 この制度は、佐久穂町
で臨時職員として働くことを希望する方に、あらかじめ希望する職種などの条件を登録していただ
き、町で臨時職員が必要になったときに登録者名簿の中から条件に合う方を選考し、審査後採用す
るものです。 なお、登録されても必ずしも採用されるとは限りませんので、ご了承ください。  

所 管 課資 格 ・ 条 件勤 務 形 態職　 種
全 庁普通免許全日・短時間勤務一 般 事 務 員
住民税務課普通免許全日勤務廃 棄 物 処 理 作 業 員
健康福祉課保健師全日勤務保 健 師
健康福祉課看護師等全日勤務介 護 保 険 認 定 調 査 員
健康福祉課看護師・保健師等資格者全日勤務認知症地域支援推進員
健康福祉課普通免許全日勤務生活支援コーディネーター

産業振興課要経験（1年以上）、チェーンソー特別
教育修了者、重機・小型車両系免許等全日勤務山 林 作 業 員

産業振興課全日勤務（4～7日/月）別 荘 管 理 補 助 員
産業振興課全日勤務（4月～11月）キャンプ場等管理・案内人

建 設 課要経験、小型車両系、普通免許、
刈払機取扱作業者全日勤務土 木 作 業 員

老人保健施設夜勤のできる者優先全日・夜勤あり介 護 員
老人保健施設看護師又は准看護師全日勤務看 護 師 又 は 准 看 護 師
老人保健施設理学療法士全日勤務理 学 療 法 士
老人保健施設居宅介護支援専門員全日勤務居 宅 介 護 支 援 専 門 員
老人保健施設全日勤務用 務 員

こ ど も 課保育士（幼稚園教諭資格者も可）全日勤務保 育 士
（担任、障がい児、混合保育）

こ ど も 課保育士資格者を優先短時間勤務保 育 士
（混合・長時間保育）

こ ど も 課栄養士全日勤務栄 養 士 （ 保 育 園 ）
こ ど も 課調理師免許を有する者優先全日勤務調 理 員 （ 保 育 園 ）

こ ど も 課教員・保育士・幼稚園教諭・児童
厚生員全日勤務児 童 館 長

こ ど も 課教員・保育士・幼稚園教諭・児童
厚生員短時間勤務児 童 館 厚 生 員

こ ど も 課教員・保育士等資格者優先短時間勤務（登校日、
土曜日・長期休業等）学 童 ク ラ ブ 支 援 員

こ ど も 課経験者優先
通年対応が可能な者

短時間勤務
（不定期勤務）学童クラブ登録支援員

こ ど も 課栄養士免許週5日/全日勤務学校給食栄養士（兼）調理員
生涯学習課週5日/全日勤務図 書 館 司 書 補

生涯学習課全日勤務
（週3～4日の交替勤務）美 術 館 受 付 ・ 管 理 人

生涯学習課週5日/全日勤務文 化 財 事 業 補 助 員

◆登録職種
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◆受付期間
　平成28年12月１日（木）から１月13日（金）まで（土・日・祝日を除く）
　午前8時30分から午後5時15分まで
　　※ 期限を過ぎても随時受付します。

◆登録資格
　煙登録日現在、年齢が18歳以上、65歳未満の方
　煙自力による通勤ができる方

◆登録の有効期間
　平成29年4月1日から平成31年3月31日まで（2年間）

◆雇用期間・条件
　煙平成29年4月1日以降1年以内
 　　（ただし、必要と認めるときは更新する場合もあります。）
　煙勤務時間については原則として町職員に準じます。

◆登録方法
　煙「佐久穂町非常勤・臨時職員登録申込書」を佐久穂町役場総務課庶務係へ提出し、登録して
　　ください。（資格免許等が必要な職種は、証明するものの写しを添付してください。） 
　煙「佐久穂町非常勤・臨時職員登録申込書」は、佐久穂町役場佐久庁舎、八千穂庁舎に備え付
　　けてあります。町のホームページからもダウンロードできます。

お問い合わせ先：役場総務課庶務係　電話0267-86-2525

佐久穂町非常勤・臨時職員登録申込書
（表）

佐久穂町非常勤・臨時職員登録申込書
（裏）
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太陽光発電施設の建設を予定している皆さま

長野県建設部 都市・まちづくり課 景観係〔電話 026-235-7348（直）〕
佐久地方事務所　建設課　〔電話 0267-63-3159〕
佐久穂町役場住民税務課生活環境係〔電話 0267-86-2552（直）〕

煙問い合わせ先：

　長野県景観規則の改正により、長野県景観計画の区域（※1）において一定規模を超える「太
陽光発電施設」を建設（※2）しようとするときは、景観法に基づき、県への事前届出が必要に
なります。

1 事前届出が必要となる太陽光発電施設の規模

2 届出時期
　　着手予定の30日前までに、佐久穂町役場住民税務課生活環境係へ提出してください。

3 改正の施行日
　　平成28年12月1日（平成29年1月1日以後に着手するものが届出の対象です。）

4 その他
　　（1）建築物の屋根、屋上等に後から設置するものは、従来どおり、建築物の外観変更として
　　　　次により届出が必要です。

　
　　（2）届出に基づき、県において周辺の景観との調和への配慮について、長野県景観計画で定
　　　　める「景観育成基準」により審査します。

　　（3）詳しい内容は、県若しくは地方事務所又は佐久穂町役場住民税務課生活環境係の各担当
　　　　課にお尋ねください。

※1　佐久穂町は、長野県景観計画において、一般地域に区域分けされています。
※2　新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様
　　　替又は色彩の変更
※3　太陽電池モジュール（パネル）の水平投影面積

景観育成重点地域一 般 地 域 （※１）届 出 規 模 の 要 件

20㎡を超えるもの1,000㎡を超えるもの
太陽電池モジュールの築造面積
（※3）の合計

景観育成重点地域一 般 地 域 （※１）届 出 規 模 の 要 件

25㎡を超えるもの400㎡を超えるもの太陽電池モジュールの設置面積
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　固定資産税は、毎年1月1日が賦課期日（基準日）となっており、「家屋」についてはこの基
準日に下記の「3つの条件」を満たしていれば、登記・未登記に関わらず、課税の対象となり
ます。
　そこで、平成28年中に家屋の新築、増築、滅失（取壊し）等をされた（若しくはされる）
方は、年内中に住民税務課・税務係までご連絡をお願いします。

固固定定資資産産税税「「家家屋屋」」にに関関すするるおお願願いい固定資産固定資産税税「家屋」「家屋」にに関するお願関するお願いい固定資産固定資産税税「家屋」「家屋」にに関するお願関するお願いい

基礎があり固定されている倉庫は 課税対象

課税の対象とな 課税の対象となるる「「３３つの条件」つの条件」
１．土地への定着性
　　土地に定着しており、基礎があるもの（ブロック等の上に置いただけで、移動できる建物は対象外）

２．外気遮断性
　　屋根と壁（一般的には三方以上・シャッター等含む）による独立した空間を有するもの

３．用　途　性
　　目的とする用途（居住、作業、貯蔵等）に使用できる（工事が完了している）状態にあ
　　るもの

※車庫や物置などの簡易な構造の建物であって
　も、3つの条件を満たしていれば対象となる
　ことがあります。

※上屋のみ（カーポートタイプ)の車庫や移動
　式コンテナハウスなどは、家屋の課税対象と
　はなりません（但し、都市計画制度に基づく
　確認申請が必要な場合があり
　ます）。

家屋の新家屋の新築築、増築、滅失（取壊し、増築、滅失（取壊し））をしたときはをしたときは

壁のないカーポートタイプは 課税対象外
ブロックの上などに置いてあり、固定して
いない倉庫は 課税対象外

ご不明な点等は、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

問い合わせ先　住民税務課　税務係　電話 86－2526（直通）
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衛詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠鋭
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
液 液
疫詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠益

開催日　12月6日、13日、20日、27日（火曜日）
時　間　いずれも10：00～12：00、13：30～15：30（1件1時間、予約制）
場　所　佐久合同庁舎（佐久市跡部65-1）
内　容　弁護士による法律相談、保健師による健康相談、関係機関による生活・就労相談
費　用　無　料
その他　猿匿名での相談はお受けできません。
　　　　猿同じ方による同一内容の相談は1回に限らせていただきます。
　　　　猿相談の内容によっては日程の調整をお願いすることがあります。

【利用申し込み・お問い合わせ先】
　　　　猿事前の予約が必要です。利用希望の方は下記までお申し込みください。
　　　　　　佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課
　　　　　　　電話 63-3164（直通）　E-mail　sakuho-kenko@pref.nagano.lg.jp

「「「「「「「「「「くくくくくくくくくくららららららららららししししししししししとととととととととと健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康のののののののののの相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談「くらしと健康の相談会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内のご案内
　弁護士による失業、家庭問題、多重債務等の法律相談とあわせて、関係
機関職員による生活・失業相談やこころの悩みに応じる「くらしと健康
の相談会」が下記により開催されます。精神的な悩みについても専門の
保健師が相談に応じますのでご相談ください。

【お問い合わせ先】
（福）佐久市社会福祉協議会 さく成年後見支援センター
　住　　所　〒385-0043
　　　　　　佐久市取出町183番地  野沢会館2階
　電　　話　0267-64-5255
　メ ー ル　kouken@sakusi-shakyo.or.jp
　対象地域　小諸市・佐久市・南佐久郡・北佐久郡
　開所時間　月～金 8：30～17：15
    　　　　 （土・日・祝日及び年末年始は除く）

さく成年後さく成年後見見
支援センタ支援センターー

日　　時　平成28年12月10日　土曜日

相談内容　1. 土地の境界に関するトラブルの悩み
　　　　　2. 土地・建物に関する登記等のこと

会　　場　佐久平交流センター　第3会議室

開催時間　受付：13時30分～16時迄　終了：16時30分　相談時間1件：30分まで

　　　※なお当日は混雑も予想され会場でお待ち頂く場合も考えられますので、予めご予約頂き
　　　　お越し下さることをお勧めします。

ご予約は　「土地家屋調査士の行う無料相談会　相談予約」
　　　　　受付窓口：長野県土地家屋調査士会事務局（026）232－4566まで
　　　　　受付時間：午前9時～午後16時 (正午～1時を除く)

佐久会場開催のご案内について
「「土土地地家家屋屋調調査査士士のの行行うう無無料料相相談談会会」」「土地家屋調査「土地家屋調査士士の行の行う無う無料相談会」料相談会」

　当センターでは、成年後見制度に
関する相談事業等を実施しています。
ご相談は無料ですので、
お気軽にお電話・ご来
所ください。
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10月24日に
町長室にて、4名の
お子さんへ出生祝金を
贈呈しました。

　（H28年6月生まれの
お子さんです。）　

こども課

佐久警察署管内：件数414件（−46件）、死者8名（＋4名）、傷者509名（−77名）
佐　久　穂　町：件数 31件（＋ 4件）、死者1名（＋1名）、傷者 39名（＋ 1名）

 期間 
　平成28年12月1日（木）～12月31日（土）
 運動の重点 
　【運動の基本】子供と高齢者の交通事故防止
　【重点】鴨夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　　　 　鴨飲酒運転の根絶
　　　 　鴨通学路、生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
　　　 　鴨全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

人身事故発生状況 （10月26日現在、前年比）

年末年始休業について
　平成28年12月31日㈯、平成29年1月1日㈰は、
休業いたします。

ペット火葬について
　ペット火葬の受付は、佐久平斎場のみで行っていますので、事前に電話で予約してください。（予約について
は、ご希望に沿えない場合があります。）持ち込み方法等については、予約電話の際にご案内いたします。
　なお、ペット火葬は合同火葬となりますので、火葬後の拾骨はできません。予めご了承ください。

■ お問い合わせ先　佐久平斎場　TEL：0267―88―8321 ■

佐久平斎場の年末年佐久平斎場の年末年始始
火葬業務のお知ら火葬業務のお知らせせ
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　長野県では、活力あふれる輝く長野県づくりを進めるため、「地域の元気」を生み出すモデ
ル的で発展性のある事業に対して支援金を交付しています。
　平成29年度事業の説明会を下記のとおり開催しますので興味のある方はご参加ください。

【開催日】　12月19日（月）

【時　間】　13：30〜15：30

【会　場】　佐久合同庁舎
                5階講堂

平成29年度「地域発元気づくり支援金」説明会につい平成29年度「地域発元気づくり支援金」説明会について平成29年度「地域発元気づくり支援金」説明会につい平成29年度「地域発元気づくり支援金」説明会についてて平成29年度「地域発元気づくり支援金」説明会について

宴会開始時（乾杯の後など）の呼びかけ例

　ご出席の皆様にお願い申し上げます。
　私は「もったいない」精神の幹事として、
今日は皆さまに、お料理の「たべきり」をお
願いしたいと思います。
　本日は、お料理を充分にご用意しました。
お酌に回る前に、まずはお席に着き、ごゆっ
くりお召し上がりください。

お開き前（中締め前）の呼びかけ例

　そろそろ、万歳（締め、お開き）となりま
すが、その前に、皆様もう一度始めの席にお
戻りください。
　テーブルの上にはまだまだお料理が残って
おります。
　もったいないので、有るを尽くして気持ち
よくお開きにしましょう。

宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴会会会会会会会会会会・・・・・・・・・・ごごごごごごごごごご家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭でででででででででで食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべ残残残残残残残残残残ししししししししししをををををををををを減減減減減減減減減減ららららららららららししししししししししままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょ宴会・ご家庭で食べ残しを減らしましょううううううううううう
「もったいない 食べるよろこび 考えよう「もったいない　食べるよろこび　考えよう」」

　長野県では、生ごみの発生抑制を目的とした「食べ残しを減らそう県
民運動」の一環として、特に食べ残しが多い『宴会での食事』について
食べ残しを出さないための呼びかけを行う、『宴会たべきりキャンペー
ン』を実施しています。

　これからの時期は、年末年始を迎えるため宴席が増えるとともに、正
月用の食材購入も大量になることが予想されます。

　幹事さんは、料理を注文し過ぎないようにし、呼びかけ例により宴会
開始時やお開きの前には食べきりを呼びかけ、出席される皆さんも食べ
残しの削減に協力しましょう。また、ご家庭では、食材を買い過ぎないようにし、料理も
必要以上に作らないように心掛けましょう。
　食べ物を大切にし、食への感謝の念を深めるとともに、「もったいない」精神により「食
べ残し」を減らしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民税務課生活環境係）

第７回

入場
無料
入場
無料

2016年 12月 11日（日）
開演　午後２時（開場午後１時３０分）
会場　佐久穂町生涯学習館 茂来館
　　　メリアホール

〔
広
告
〕
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★☆★☆ 楽しいから始まる未来の祭典 ☆★☆★
　11月3日から6日迄「第12回佐久穂町文化祭」が茂来館で開催されました。
　3日には、華道家の假屋崎省吾氏を講師にお招きし、文化講演会を行いました。同時開催として、
茂来デーマルシェ、奥村土牛記念美術館での「假屋崎省吾  佐久穂恋華めぐり2016」花展が開催さ
れました。（関連記事は、18、24ページに掲載）

前庭にて陶芸同好会 おはなし会

バードカーヴィング焦がし絵将　棋 入り口ホール

休憩室書　道いけばな

第１2回回 佐久穂町文化祭開催される第第１１22回回 佐久穂町文化祭開催され佐久穂町文化祭開催されるる第１2回 佐久穂町文化祭開催される
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十
月
二
十
三
日
茂
来
館
創
作
室

で
、
講
師
に
細
谷
隆
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
ぼ
っ
く
り
、
大
小
の
木
片
等

自
然
の
材
料
を
色
々
な
種
類
、
用

意
し
て
頂
き
、
参
加
さ
れ
た
方
々

は
、
夢
中
に
な
っ
て
製
作
し
て
い

ま
し
た
。
時
々
方
法
に
詰
ま
る
と
、

先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
、

木
片
を
新
た
に
切
っ
て
頂
い
た
り

し
て
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
く
製

作
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

想
い
を
具
現
化
す
る
こ
と
の
難
し

さ
と
、
試
行
錯
誤
の
結
果
で
き
た

と
き
の
う
れ
し
さ
と
、
様
々
な
感

情
を
体
験
で
き
た
時
で
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
作
る
こ
と
の
楽
し
さ
が
再
発

見
で
き
ま
し
た
。

木木
工工
クク
ララ
フフ
トト
教教
室室

　

十
一
月
三
日
（
木
）
か

ら
六
日
（
日
）
ま
で
の
四

日
間
、
茂
来
館
に
て
第
十

二
回
佐
久
穂
町
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
初
日
の
文
化
講

演
会
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾

氏
を
お
招
き
し
午
前
、
午

後
の
二
回
に
わ
た
る
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

番
組
で
も
人
気
の
プ
レ
バ

ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
ど
も

公
民
館
い
け
ば
な
教
室
の

参
加
者
の
作
品
を
假
屋
崎

氏
に
講
評
お
よ
び
手
直
し

い
た
だ
き
、
参
加
者
七
名

全
員
が
「
セ
ン
ス
あ
り
」

の
太
鼓
判
を
押
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
に
と
っ
て
は

忘
れ
ら
れ
な
い
大
変
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
佐

久
穂
町
の
白
樺
の
木
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
組
み
上
げ
た
花
器
に
、

軽
快
な
ト
ー
ク
と
と
も
に
佐
久
穂

町
産
の
花
々
が
い
け
ら
れ
た
作
品

の
数
々
が
ス
テ
ー
ジ
を
埋
め
尽
く

し
ま
し
た
。

　

作
品
を
目
の
当
た
り
に
し
た
観

客
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
り
二
回
の

講
演
の
い
ず
れ
も
来
館
者
に
大
い

に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
町
の
宝
、
ス
タ

イ
ン
ベ
ル
グ
ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た

「
シ
ッ
ク
な
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
夕
方
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る
デ
ュ
オ
の

繊
細
で
美
し
い
音
色
は
観
客
を
魅

了
し
、
会
場
は
拍
手
の
嵐
と
な
り

ま
し
た
。

　

文
化
祭
後
半
、
五
日
（
土
）
と

六
日
（
日
）
に
は
町
内
の
文
化
活

動
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
来
館
者
、

参
加
者
に
よ
り
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
よ
う
日
程
を
二
日
間
に
分
け
、

音
楽
の
部
、
舞
踊
の
部
と
し
て
、

計
二
十
六
団
体
の
皆
様
に
ご
出
演

い
た
だ
き
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ー

ラ
ス
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
太
鼓
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
詩
吟

な
ど
様
々
な
演
目
が
あ
り
、
見
ご

た
え
あ
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
開
催
期
間
中
の
作
品
展

示
で
は
同
好
会
等
二
十
二
団
体
お

よ
び
個
人
出
展
者
二
十
九
名
に
よ

る
約
七
百
点
の
作
品
が
茂
来
館
の

全
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
出
品

さ
れ
た
作
品
は
、
ど
れ
も
力
作
揃

い
で
、
各
出
展
者
の
作
品
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
伺
わ
れ
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
五
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
お
茶
席
は
赤
い
番
傘
を
立

て
野
点
の
ス
タ
イ
ル
で
お
茶
を
提

供
し
、
絵
本
な
ど
の
お
は
な
し
会
、

将
棋
教
室
も
来
館
者
に
新
鮮
な
印

象
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
、
昨
年
と
は
会
場
を
変
え
て

設
営
し
ま
し
た
。

　

六
日
（
日
）
の
メ
リ
ア
ワ
ン
ダ

ー
で
は
、
千
曲
病
院
の
関
係
者
、

大
町
か
ら
の
参
加
者
の
他
、
多
く

の
一
般
参
加
者
に
よ
り
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
ホ
ー
ル
で
健
康
体
操
や

健
康
に
関
す
る
勉
強
コ
ー
ナ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
オ
ー
プ
ン
と
な
っ

た
茂
来
カ
フ
ェ
や
、
十
七
店
も
の

出
店
が
あ
っ
た
茂
来
デ
ー
マ
ル
シ

ェ
で
は
信
州
ひ
す
い
そ
ば
の
販
売

や
、
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
焼
き
の
販

売
、
カ
レ
ー
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
町
の
グ
ル
メ
や
、
農
産
加
工

品
、
特
産
品
の
販
売
、
前
庭
で
開

催
さ
れ
た
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
も

来
館
者
に
大
変
好
評
で
し
た
。

　
「
た
の
し
い
外
か
ら
は
じ
ま
る

未
来
の
祭
典
」
と
し
て
開
催
さ
れ

た
今
年
の
文
化
祭
は
、
文
化
祭
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

皆
様
に
よ
っ
て
、
新
し
く
、
楽
し

い
文
化
祭
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご

来
館
に
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催さささささささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

　

文
化
祭
の
準
備
の
始
ま
っ
た
茂

来
館
イ
ベ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、

十
月
二
十
二
日
初
め
て
の
「
大
人

の
為
の
お
話
し
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
は
、「
図
書
館

が
ホ
ー
ル
に
出
て
き
ま
し
た
」「
み

ん
な
で
お
知
り
合
い
に
な
り
ま

し
ょ
う
」「
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
思

い
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
、

素
話
に
聴
き
入
っ
た
り
、
童
謡
唱

歌
を
歌
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
終
り
に
は
、

ほ
っ
と
保
健
室
も
開
か
れ
健
康
ア

ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
お
話
し
会
続
け
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
声
も
頂
き

ま
し
た
。

　

次
回
は
十
二
月
上
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
師
走
の
忙
し
い
時

ホ
ッ
ト
一
息
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

大大人人ののおお話話しし会会

噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛─噛
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昨
年
度
、
佐
久
中
学
校
と
八
千

穂
中
学
校
の
生
徒
が
一
緒
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
よ
さ
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
新
生
佐
久
穂
中
学

校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
度
、
四
月
六
日
、

新
入
生
一
〇
四
名
を
加
え
、
小
林

幹
知
新
校
長
の
も
と
、
佐
久
穂
中

学
校
の
二
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
、

昨
年
度
の
実
践
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
よ
う
、
生
徒
一
人
一
人
を
大

切
に
し
た
教
育
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

佐
久
穂
中
学
校
は
、
佐
久
穂
小

学
校
と
共
に
学
校
教
育
目
標
「
創

造
」
の
具
現
に
向
け
て
、
①
九
年

間
を
見
通
し
た
小
中
一
貫
教
育
、

②
英
語
学
習
の
実
践
、
③
キ
ャ
リ

ヤ
教
育
に
つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
学

習
を
柱
と
し
た
佐
久
穂
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
久
穂
中
学
校
の
生
徒
会
は
、

本
部
会
、
代
議
員
会
、
九
つ
の
委

員
会
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
生
徒
会
テ
ー
マ
を

「
繋
」、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
「
礎
を
確

固
た
る
も
の
に
」
と
し
、
生
徒
同

士
の
繋
が
り
を
大
事
に
、
学
校
生

活
の
充
実
・
発
展
や
改
善
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
三
、
二
十
四
日
開
催

さ
れ
た
「
樺
松
祭
」
で
は
、
本
校

で
大
切
に
し
て
い
る
「
歌
声
」
を

受
け
、
音
楽
会
で
は
、
各
学
年
・

ク
ラ
ス
の
発
表
に
加
え
、「
男
声

合
唱
」「
女
性
合
唱
」「
地
域
合
唱
」

と
本
校
な
ら
で
は
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
交
流
企
画
」
と
し

て
、
十
一
の
講
座
を
設
け
、
地
域

講
師
の
方
々
か
ら
専
門
的
な
楽
し

　

生
徒
自
身
が
文
化
的
・
体
育
的

活
動
を
自
主
的
に
行
い
、
技
能
を

伸
ば
す
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
人

格
形
成
を
目
指
し
て
十
二
の
部
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
中
体
連
の
大
会
で
は
、
佐

久
大
会
、
東
信
大
会
共
に
九
年
生

を
中
心
に
大
活
躍
し
、
男
女
卓
球

部
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
県

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

は
、
団
体
・
個
人
と
も
に
北
信
越

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
八

月
三
、
四
日
に
富
山
県
高
岡
市
で

開
催
さ
れ
た
北
信
越
大
会
で
は
、

団
体
・
個
人
と
も
に
一
勝
を
あ
げ

る
な
ど
、
本
校
代
表
は
も
ち
ろ
ん
、

長
野
県
代
表
と
し
て
素
晴
ら
し
い

活
躍
の
姿
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
九
年
生
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
さ
れ
た
八
年
生
中
心
に
、
新

人
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の

部
活
も
、
先
輩
の
思
い
を
胸
に
よ

き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
日
々
の
練

習
に
励
み
、
各
部
、
好
成
績
を
残

し
て
い
ま
す
。

い
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
ふ
る
さ

と
と
関
わ
り
、

ふ
る
さ
と
に

学
び
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す

る
子
ど
も
を

育
て
る
」
総

合
的
な
学
習

の
時
間
、
本

校
は
「
佐
久
穂
タ
イ
ム
」
と
名
付

け
、
佐
久
穂
町
の
人
々
と
の
直
接

的
な
交
流
や
佐
久
穂
町
を
知
る
活

動
を
通
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を

考
え
、
豊
か
に
し
て
い
こ
う
と
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

七
年
生
は

「
佐
久
穂
町

の
歴
史
や
産

業
」、八
年
生

は
「
職
場
体

験
」、
九
年

生
は
「
医
療

・
福
祉
体

験
」
の
学

習
を
中
心

に
行
い
、

年
三
回
の

「
特
別
総

合
の
日
」

に
は
、
地

　

本
年
度
は
、
約
百
五
十
名
の
地

域
の
方
々
に
佐
久
穂
小
・
中
学
校

の
学
校
応
援
団
と
し
て
、
教
育
活

動
の
様
々
な
面
で
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
本
年
度
、
学
習

支
援
部
会
の
方
々
に
よ
る
放
課
後

学
習
を
始
め
ま
し
た
。
毎
週
水
曜

日
の
放
課
後
、
国
語
・
数
学
・
英

語
を
中
心
に
部
会
の
方
々
に
学
習

支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
応
援
団
を
は
じ
め
、
部
活

動
の
外
部
講
師
、
佐
久
穂
タ
イ
ム

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
、

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
と

多
く
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
佐
久

穂
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
佐
久
穂
の
皆
様
と
共

に
歩
ん
で
い
け
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

域
に
出
て
体
験
学
習
を
行
っ
た
り
、

学
ん
だ
事
を
地
域
に
発
信
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

全
校
生
徒
二
八
四

全
校
生
徒
二
八
四
名名

「
繋
「
繋
」」外外
生
徒
会
活

生
徒
会
活
動動

佐
久
穂
の
力
を
発

佐
久
穂
の
力
を
発
揮揮
外外
部
活
動

部
活
動

ふ
る
さ
と
学
習
佐
久
穂
タ
イ

ふ
る
さ
と
学
習 
佐
久
穂
タ
イ
ムム

佐
久
穂
教
育
を
支
え

佐
久
穂
教
育
を
支
え
るる
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踏
切
の
鐘
の
音
か
す
か
秋
の
音

小
須
田　

禾　

子

緩
急
の
カ
ー
ブ
自
在
に
山
家
の
四
季

菅　

谷　

ト　

シ

秋
雨
や
友
居
れ
ば
こ
そ
夜
更
け
ま
で

大
工
原　

澄　

枝

は
っ
と
合
う
り
ん
ど
う
の
花
に
空
の
青

黒　

澤　

泰　

子

虫
栗
の
小
さ
き
粒
の
命
か
な

中　

山　

あ
さ
子

雲
型
に
亡
き
犬
さ
が
す
秋
の
空

大　

竹　

ミ
チ
子

異
常
気
象
稲
の
穂
先
は
泥
の
中

八　

巻　

好　

美

根
な
し
草
根
の
あ
る
如
し
月
の
雨井　

出　

恭　

子

や
う
や
く
に
肩
の
荷
下
ろ
す
葡
萄
棚

三　

石　

芳　

子

弦
月
や
艶
そ
の
ま
ま
に
黄
楊
の
櫛谷　
　
　

ほ　

ほ

長
雨
や
木
樹
よ
み
が
え
り
人
は 
鬱 

う
つ伊　

藤　

京　

子

崎
田
俳
句
同
好
会

のののののののののののののののののののののの

短
歌

句

やややややややややややややややややややややや
俳

同同
好好
会会

のの
作作
品品

同
好
同
好
会会
の
作
の
作
品品

同
好
会

の
作
品

　
《
秋
の
読
書
週
間
（
十
月
二
十
九
日

～
十
一
月
十
二
日
）
の
様
子
か
ら
》

　

佐
久
穂
町
文
化
祭
の
開
催
中
、

恒
例
の
し
お
り
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
茂
来
館
周
辺
の
植
物
の
押
し

花
等
の
他
に
、
今
年
は
日
替
わ
り

素
材
で
「
し
ら
か
ば
ち
ゃ
ん
の
イ

ラ
ス
ト
」
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

毎
日
午
前
中
だ
け
で
し
た
が
、

六
日
は
午
後
三
時
ま
で
延
長
し
、

延
二
一
四
人
の
方
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
し
お
り
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
外

椛
茂
来
館
内
で
の
一
日
貸
出
が
で

き
ま
す
。

　

対
象
の
資
料
は
、
図
書
館
内
に

あ
る
貸
出
資
料
の
他
に
、
辞
書
等

の
館
内
閲
覧
に
な
っ
て
い
る
資
料

を
含
み
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
時
に
…
…
。

鴨
茂
来
館
内
で
勉
強
を
し
て
い
る

　

人
が
、
辞
書
や
参
考
資
料
を
使

　

い
た
い
時
。

鴨
同
好
会
な
ど
で
、
そ
の
時
間
だ

　

け
資
料
を
利
用
し
た
い
時
。

鴨
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
、

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー

　

ス
で
読
み
た
い
時
。

〈
利
用
の
仕
方
〉

　

①
読
み
た
い
（
利
用
し
た
い
）

　
　

資
料
を
持
っ
て
、
カ
ウ
ン
タ

　
　

ー
へ
ど
う
ぞ
外

　

②
利
用
者
カ
ー
ド
に
て
貸
出
処

　
　

理
い
た
し
ま
す
。（
カ
ー
ド

　
　

を
忘
れ
た
場
合
は
ご
相
談
く

　
　

だ
さ
い
）。

　

③
茂
来
館
内
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

④
返
却
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

　
　

ー
か
、
公
民
館
の
窓
口
へ
ど

　
　

う
ぞ
外

椛
サ
ロ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
雑

誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
自
由
に

お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
在
お
い
て
い
る
雑
誌
は
『
芸

術
新
潮
』『
旅
の
手
帳
』『
オ
レ
ン

ジ
ペ
ー
ジ
』『
文
藝
春
秋
』『
俳
句
』

で
す
。
ま
た
逐
次
刊
行
物
も
二
種

お
い
て
あ
り
ま
す
。

　

お
立
ち
寄
り
の
際
、
待
ち
時
間

等
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
要
望
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雑
誌
の
最
新
号
は
、
図
書

館
に
て
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

土
曜
日
の
「
ほ
っ
と
保
健

室
」
を
ご
存
知
で
す
か
？　

茂
来
館
に
て
、
午
後
二
時
か

ら
四
時
ま
で
、
千
曲
病
院
ス

タ
ッ
フ
が
健
康
相
談
に
来
て

い
ま
す
。
健
康
相
談
に
て
血

圧
等
を
記
載
で
き
る
ペ
ー
ジ

と
、
図
書
館
で
借
り
た
本
の

リ
ス
ト
を
貼
る
ペ
ー
ジ
の
あ

る
、
コ
ラ
ボ
手
帳
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の
手
帳
は
土
曜
日
の
み

限
定
配
布
し
て
い
ま
す
。

健
康
も
気
を
配
り
つ
つ
、
読

書
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

新新
しし
いい
ササ
ーー
ビビ
スス
をを

始始
めめ
まま
しし
たた
!!!!

【
コ
ラ
ボ
手
帳

【
コ
ラ
ボ
手
帳
】】

“健康＆読書手帳”

11/12のおはなし会でつくったよ外
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柿
つ
る
す
手
の
冷
た
さ
や
今
朝
の
風　

桜　
　
　
　
　

峰

運
動
会
黄
色
の
靴
の
孫
ひ
と
り

土　

谷　

武　

子

異
次
元
の
旧
家
に
浸
る
桔
梗
か
な三　

石　

雄　

心

突
然
の
帰
燕
の
空
を
見
送
れ
り

内　

藤　

た
へ
子

　

十
月
九
日
（
日
）、
毎
年
「
体
育

の
日
」
に
合
わ
せ
体
力
向
上
を
目

的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民
親
睦

登
山
が
雨
天
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
大
河
原
峠
（
標
高
二

〇
九
三
㍍
）
～ 
二
子
山
（
標
高
二

二
二
三
・
八
㍍
）
～ 
双
子
池
（
標

高
二
〇
四
〇
㍍
）
に
至
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
軽
登
山
コ
ー
ス
で
す
。

定
員
を
上
回
る
応
募
を
い
た
だ
き
、

多
く
の
方
に
楽
し
み
に
し
て
頂
い

た
だ
け
に
残
念
で
し
た
。

　

双
子
池
は
そ
の
名
の
通
り
、
雄

池
（
お
い
け
）・
雌
池
（
め
い
け
）

の
二
つ
か
ら
な
り
ま
す
。

　

お
染
、
与
七
郎
の
悲
恋
物
語
や

諸
説
こ
の
池
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が

古
く
か
ら
佐
久
地
方
に
残
さ
れ
て

き
た
地
で
す
。
来
年
度
も
同
コ
ー

ス
で
計
画
す
る
予
定
で
す
の
で
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

十
月
二
十
三
日
（
日
）
に
第
六

回
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
が

海
瀬
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
全
員
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
体
を
動
か
す

運
動
遊
び
を
二
時
間
楽
し
み
ま
し

た
。
年
長
さ
ん
～
小
学
生
が
協
力

ゲ
ー
ム
で
目
的
を
共
有
し
な
が
ら

心
を
一
つ
に
し
、
い
つ
の
間
に
か

夢
中
に
な
っ
て
声
を
合
わ
せ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を
し
た
い
と
の
リ
ク

エ
ス
ト
が
あ
り
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を

し
た
こ
と
の
な
い
年
長
さ
ん
向
け

に
デ
ィ
ス
ク
の
投
げ
方
を
練
習
し

て
い
る
内
に
、
今
回
は
時
間
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
回
は

試
合
が
で
き
る
ま
で
に
皆
で
ル
ー

ル
を
覚
え
る
事
が
目
標
で
す
。
全

員
で
試
合
を
す
る
日
が
、
楽
し
み

で
す
。

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

 
体
育
の
日
恒
例

『
体
力
向
上
教
室
』 

　

二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
四
日
ま
で
、

公
民
館
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
、
ひ
な
祭
り

「
お
雛
様
の
競
演
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
最
近
は
あ
ま
り
飾
る
こ
と
の

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
ひ
な
さ
ま
や
、

古
代
雛
等
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

　

鎌　

鎌　

鎌　

鎌　

鎌　

鎌

募
集
期
間
：
二
月
一
日
～
二
月
十
日

募
集
内
容
：
ケ
ー
ス
入
り
の
も
の
・
内
裏

　

雛
の
み

　
（
段
飾
り
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

其
の
他
：
持
ち
込

　

む
際
に
名
前
を
付

　

け
て
く
だ
さ
い
。

　

鎌　

鎌　

鎌

　

詳
細
は
公
民
館
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生涯学習館「茂来館」及び図書館は、平成28　生涯学習館「茂来館」及び図書館は、平成28年年
12月28日から平成29年1月4日まで、年末年12月28日から平成29年1月4日まで、年末年始始
休業の為閉館いたします休業の為閉館いたします。。

ひ
な
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ
と

お
雛
様
募
集
の
お
知
ら
せ

公公
民民
館館
主主
催催

おおおおおおおおおおお 知知知知知知知知知知知 ららららららららららら せせせせせせせせせせせ



第69号　（22）平成28年11月24日 館 報 さ く ほ

　

十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
二

十
三
日
と
東
京
都
・
大
田
ス
タ
ジ
ア

ム
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
第
三
十
六

回
全
日
本
早
起
き
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
早
起
き

野
球
の
全
国
大
会
で
東
京
都
で
の
開

催
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
各
地
よ
り
代
表
三
十
二
チ
ー

ム
が
集
ま
り
、
優
勝
を
め
ざ
し
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
か
ら
は
穂
積
愛
球
を
は
じ

め
三
チ
ー
ム
が
代
表
と
し
て
選
出
さ

れ
、
穂
積
愛
球
と
し
ま
し
て
は
昨
年

の
広
報
で
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
第
三
十
二
回
中
部
日
本

早
起
き
野
球
新
潟
大
会
で
準
優
勝
の

成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ
り
、
早
起

き
野
球
連
盟
か
ら
の
推
薦
を
受
け
出

場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
佐
久
穂
町
か
ら
の
全
国
大
会
へ
の

出
場
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

十
月
二
十
一
日　

開
会
式

　

東
京
都
、
各
協
賛
団
体
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
三
十
二
チ
ー
ム
参
加
の

も
と
、
東
京
消
防
庁
音
楽
隊
の
演
奏

を
バ
ッ
ク
に
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

多
く
の
方
に
見
守
ら
れ
、
拍
手
と

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
合
わ
せ
て
の
入

場
行
進
は
、
心
地
良
い
緊
張
感
と
そ

れ
を
経
験
で
き
る
喜
び
を
と
て
も
幸

せ
に
感
じ
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
に
は
大
会
運
営
委
員
会

主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

各
チ
ー
ム
か
ら
代
表
選
手
が
集
ま
り
、

以
前
対
戦
し
た
こ
と
の
あ
る
チ
ー
ム

の
方
や
そ
の
ほ
か
に
も
色
々
な
チ
ー

ム
の
方
と
談
笑
し
た
り
、
お
互
い
の

健
闘
を
称
え
合
い
な
が
ら
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

十
月
二
十
二
日　

一
回
戦

栃
木
県
代
表
・
遊
２
（
ユ
ウ
・
ツ
ー
）

　

初
め
て
の
舞
台
と
い
う
こ
と
も
あ

り
少
し
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
中
で
試

合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
互
い
ラ
ン
ナ
ー
を
出
す
も
の
の
決

定
打
が
出
ず
、
得
点
の
無
い
ま
ま
緊

迫
し
た
試
合
展
開
が
続
き
ま
し
た
。

　

上
部
大
会
で
は
一
点
勝
負
に
な
る

こ
と
が
多
く
、
こ
の
試
合
も
ま
さ
に

そ
ん
な
息
詰
ま
る
展
開
。
数
少
な
い

チ
ャ
ン
ス
に
も
小
さ
な
ミ
ス
も
あ
り
、

な
か
な
か
得
点
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
ま
ま
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
０
対
０
で
迎
え
た
最
終
回
。

ヒ
ッ
ト
と
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
の
ラ
ン

ナ
ー
を
残
し
二
ア
ウ
ト
二
塁
、
三
塁

の
場
面
で
そ
れ
ま
で
抑
え
て
い
た
九

番
バ
ッ
タ
ー
。
そ
の
六
球
目
、
セ
ン

タ
ー
前
に
抜
け
る
当
た
り
に
セ
カ
ン

ド
が
飛
び
つ
い
て
グ
ラ
ブ
に
収
ま
っ

た
か
に
見
え
ま
し
た
。
が
、
し
か
し

グ
ラ
ブ
を
は
じ
き
ボ
ー
ル
が
転
々
と

す
る
中
、
二
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ホ
ー

ム
を
踏
み
ま
し
た
。

　

そ
の
裏
、
六
番
か
ら
の
最
後
の
攻

撃
。
い
い
当
た
り
を
す
る
も
相
手
守

備
の
好
プ
レ
イ
に
阻
ま
れ
ゲ
ー
ム

セ
ッ
ト
。
初
め
て
の
全
国
の
戦
い
が

終
わ
り
ま
し
た
。

　

や
は
り
ミ
ス
を
最
小
限
に
抑
え
る

チ
ー
ム
は
強
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

大
会
終
了
後
、
準
優
勝
チ
ー
ム
に

軟
式
野
球
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
４
８

娃
を
計
測
し
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
い
た

と
聞
き
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
の

プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
も
軟

式
野
球
出
身
の
選
手
が
指
名
さ
れ
注

目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
が
、
彼
も
ま

た
早
起
き
野
球
で
も
活
躍
し
て
い
る

と
う
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
軟
式
野
球
と
は
い
え
、
や
は

り
全
国
に
は
ま
だ
ま
だ
凄
い
選
手
が

い
る
も
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
大
会
に
出
場
す
る
一
方

で
野
球
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
現
在

で
は
佐
久
穂
町
で
も
早
起
き
野
球
の

チ
ー
ム
が
四
チ
ー
ム
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
数
十
年
前
は
人
口
に
対
し
て
の

早
起
き
野
球
の
チ
ー
ム
数
は

全
国
一
と
聞
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地

元
に
も
こ
う
い
う
チ
ー
ム
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
多
く
の

子
供
た
ち
や
周
り
の
方
々
に

も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
ず
は

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら

野
球
を
観
た
い
、
や
り
た
い
と
い
う

人
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
願
い
ま
す
。
そ
し
て
全
国
大
会
や

そ
の
ほ
か
の
大
き
な
大
会
を
目
指
し

て
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
外 
連
絡

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
佐
々
木
町
長
は
じ
め
佐
久

穂
町
公
民
館
、
体
育
協
会
、
な
ら
び

に
佐
久
穂
町
早
起
き
野
球
連
盟
の
皆

様
に
は
ご
支
援
、
ご
声
援
を
頂
戴
し

ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た

り
、
佐
々
木
町
長
を
表
敬
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
お
り
に
は
、「
大
会

で
は
お
も
い
っ
き
り
暴
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
外
」
と
熱
い
激
励
の
お
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
ご
期
待
に
お

応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ず
大
変
悔
し

く
思
い
ま
す
。

　

次
回
ま
た
全
国
の
舞
台
で
戦
う
た

め
、
今
回
の
負
け
た
悔
し
さ
を
晴
ら

す
た
め
、
気
持
ち
を
新
た
に
ま
た
一

か
ら
始
め
ま
す
。

第　

回
全
日
本
早
起
き
野
球
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東
京
大
会
に
出
場
し
て

穂
積
愛
球
代
表　

渡 
邉 
雅 
実
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小
諸
市
出
身
の
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
リ

ス
ト 
小
山
道
之
さ
ん
の
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を

メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

小
山
さ
ん
は
自
己
の
カ
ル
テ
ッ

ト
で
新
宿
ピ
ッ
ト
イ
ン
に
出
演
す

る
他
、
鈴
木
勲
〝
Ｏ
Ｍ
Ａ 
Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｎ
Ｄ
”
な
ど
様
々
な
バ
ン
ド
や

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
。
ま
た
、
日

野
皓
正
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ 
ｊ

ａ
ｚ
ｚ 
ｆ
ｏ
ｒ 
ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 
世
田

谷
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ 
Ｂ
ａ

ｎ
ｄ
に　

年
間
に
わ
た
り
講
師
と

１１

し
て
参
加
す
る
な
ど
、
都
内
を
中

心
に
ご
活
躍
中
で
す
。

　

今
回
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と

し
て
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏
者
で
あ
る
林
栄

一
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。
林
さ

ん
は
か
つ
て
山
下
洋
輔
ト
リ
オ
に

プ
ラ
ス
ワ
ン
と
し
て
参
加
し
、
現

在
に
至
る
ま
で
日
本
を
代
表
す
る

ア
ル
ト
奏
者
の
一
人
と
し
て
幅
広

く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
に
佐
久
間
優
子
さ
ん
、

ベ
ー
ス
に
工
藤
精
さ
ん
、
ド
ラ
ム

ス
に
安
藤
正
則
さ
ん
と
、
若
手

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
の
ジ
ャ
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
勢
ぞ
ろ
い
し

ま
す
。

　

日
本
最
尖
端
の
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の
競
演
を
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
外

煙
日
時
：　

月　

日
（
土
）

12

10

　
　
　
　

午
後
７
時
開
演

　
　
　
　
（
午
後
６
時
半
開
場
）

煙
場
所
：
佐
久
穂
町
生
涯
学
習
館

　
　
　
　
「
花
の
郷
・
茂
来
館
」

　
　
　
　

メ
リ
ア
ホ
ー
ル

煙
出
演
：
小
山
道
之
グ
ル
ー
プ　

　
　
　
　

フ
ィ
ー
チ
ャ
リ
ン
グ

　
　
　
　

林　

栄
一

リ
ー
ダ
ー
╱
ギ
タ
ー
：

　
　
　
　
　

小
山
道
之

ピ
ア
ノ　
：　
佐
久
間
優
子

ベ
ー
ス　
：　
工
藤　

精

ド
ラ
ム　
：　
安
藤
正
則

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
╱
サ
ッ
ク
ス
：

　
　
　
　
　

林　

栄
一

煙
料
金
：
一
般
前
売
１
２
０
０
円

　
　
　
　

当
日
１
５
０
０
円　

　
　
　
　

気
町
内
在
住
中
学
生
以

　
　
　
　
　

下
は
入
場
無
料

　
　
　
　
（
要
整
理
券
）

　
　
　
　
（
全
席
自
由
・
税
込
）

　

チ
ケ
ッ
ト
は
佐
久
穂
町
生
涯
学

習
館
「
花
の
郷
・
茂
来
館
」
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
予
約
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
（
電
話
：
８
６
─

２
０
４
１
）

ささささささささささささささ
くくくくくくくくくくくくくく
ほほほほほほほほほほほほほほ
スススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタ
イイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンン
ベベベベベベベベベベベベベベ
ルルルルルルルルルルルルルル
クククククククククククククク
ピピピピピピピピピピピピピピ
アアアアアアアアアアアアアア

さ
く
ほ
ス
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
ピ
ア
ノノノノノノノノノノノノノノノ

「「「「「「「「「「「「「「
くくくくくくくくくくくくくく
ーーーーーーーーーーーーーー
るるるるるるるるるるるるるる
ジジジジジジジジジジジジジジ
ャャャャャャャャャャャャャャ
ズズズズズズズズズズズズズズ
ココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンン
ササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーー

「
く
ー
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
トトトトトトトトトトトトトトト
」」」」」」」」」」」」」」」
開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催
のののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせ

開
催
の
お
知
ら
せ

日
本
最
尖
端
の
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
や
っ
て
く
る　
！！

来年も一年良いお年を!
自作のしめ縄・宝船でお正月を

迎えてみませんか

開催日：12月3日（土）
時　間：午前9時～午後4時

（午前・午後だけの参加でも構いません）

場　所：茂来館・メリアホール
持ち物：（花）はさみ・昼食
　　　　お持ちの方はすぐったわら・細い麻ひも
材料費：1,000円程度

（作る物により金額が異なります） 

申込期限：12月1日（木）

お正月向お正月向けけ「「わら細工教室わら細工教室」」参参加者募集加者募集お正月向け「わら細工教室」参加者募集
　第1回親と子のスキー教室を12月23日（金）
八千穂高原スキー場にて開催します。
　募集対象者は、町内在住の小学生・
中学生です。
　詳細は公民館へお尋ねください。

　12月18日（日）しらかば社会体育館で開催され
ます。

　　募集チーム：ミニキッズの部（小学生）
　　　　　　　　一般の部（中学生以上）

　　　　詳細は公民館へお尋ねください。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

第22回3on3フェスタ開催のお知らせ
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

親と子のスキー教室開催のお知らせ
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コーラスフィオレンコーラスフィオレンテテ

岳照流白岳照流白駒駒

つくしつくし会会

フラプルメリアプアナフラプルメリアプアナニニ

観染観染会会

扇扇　舞舞

メリアワンダメリアワンダーー 歌を楽しむ歌を楽しむ会会

郷土民謡郷土民謡会会 詩吟教詩吟教室室
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